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本校は昭和42年に機械工学科，電気工学科，土木工学科の3学科で創設され，昭和58年に電子

制御工学科，平成2年に情報工学科がそれぞれ新設され，現在の5学科体制となりました．平成6年

に土木工学科が環境都市工学科に，平成12年に電気工学科が電気電子工学科にそれぞれ改組さ

れました。平成12年に地域共同テクノセンター，平成13年に専攻科（機械・電子システム工学専攻，

制御・情報システム工学専攻，環境建設工学専攻）がそれぞれ，新設されました． 

ここでは，以下，簡単に本校の特色などを紹介させて頂きます． 

 

１．本校の所在 

木更津高専は，JRの木更津駅から東に３ｋｍほどの清見台という高台に位置しています．図１に木

更津からの首都圏へのアクセスと木更津駅からの高専までの地図を示します．木更津は，東京湾ア

クアラインの開通後は木更津駅から東京，品川，川崎，横浜の各駅，羽田空港へ高速バスで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 木更津高専の首都圏，羽田成田空港，木更津駅からのアクセス 



のアクセスが非常によくなり，40分から60分程度の時間で行くことが可能となりました．最近は，新宿，

渋谷へのルートも新たにできました．このように東京都心部および羽田・成田国際空港へのアクセス

が極めて良好です．図2に本校からの東京湾アクアラインの写真を示します．さらに日本最大の京浜

工業地帯が東京湾を挟んで位置し，その東側の京葉工業地域の南端に位置する地勢的特徴があり

ます．木更津駅の西口と東口からは2系統の路線バスがあり，高専の正門側と裏門側にバス停があり

ます。バスで10分から15分ほどの所要時間となります．1時間に合わせて3本ほどのバスが運行され

ています。学生はバス，自転車で木更津駅から通学しています． 

 

２．学校の概要 

2020年度（令和2年度）の教職員数は，教員75名，職員43名の合計118名です。学生数は本科，

1,030名，専攻科63名です．本科生の出身地は，千葉県内983名，県外38名，留学生9名です．県外

では特に東京都11名，神奈川県12名，埼玉県4名，茨城県5名と近隣の都県出身の学生がいます。

千葉県内では，第１学区の千葉市と第2学区（習志野，船橋，市川近隣）で30%程，木更津を含む内

房の第9学区が45%程で，その他の第3学区から第8学区が20%程の構成となっています． 

寮は男子寮と女子寮がそれぞれ1棟建てであり，2021年4月はそれぞれ，237名，53名でスタートし

ました。また，寮は群制度を敷いており，1群～7群までが男子，女子寮は全体で1群となっています。

群制度は1年生から5年生が30名から40名で1群をなし，群ごとに，群長を中心として自分たちで定め

た「生活規範」に従って，より自由な雰囲気の中で，各自が責任を持って自律性と社会性を最大限

に養成・発揮しながら，最善と考える共同生活の実現に努力する制度となっています．この群制度は

 

図２ 本校第 1 研究実験棟屋上からの東京湾アクアライン 



本校独自の全国でも非常にめずらしい制度となっています． 

本科生の進路状況は，年度によって就職が50～60％，進学（専攻科を含む）が40～50％となって

います．専攻科の進路も年度によって変わりますが，就職と大学院への進学がそれぞれ40～60％で

推移している状況です．就職先は首都圏の東京，神奈川，千葉，埼玉が中心となっています． 

 

 

３．学生生活 

新カリキュラムとなり，令和3年が1～5年がすべて新カリキュラムとなる完成年度となっています．新

カリキュラムの特徴は，大学と同じ学修単位（15時間の講義，30時間の自習）を1～3年次にも導入し，

授業は原則1～6時限として，自学自習を行う課題学習時間を設定して学修単位の自習時間とする

ようにしています．低学年から自ら学習する習慣をつけるように工夫しています． 

本校は羽田空港，成田空港へのアクセスが良いということで国際交流が活発に行われています．

R2年度はコロナウイルスの関係でほとんどできませんでしたがH27年度からR1年度までの国際交流

行事と派遣学生を表１に示します．現在は“日本型高専教育制度「KOSEN」の海外展開”事業の一

環としてモンゴル，タイ，ベトナムを中心とした留学生を受け入れる国際寮を，令和4年4月からの運

用に向けて建設中です． 

クラブ活動は28の部，22の同好会があり，それぞれの部の活動目標に向けて活動を行って

います． 

 
図３ 正門脇からの総合教育棟 



表１ H27～R1までの国際交流 

行事 H27 H28 H29 H30 R1 

ドイツ派遣（ドイツ語青少年コース） 2 2 2 2 2 

アジア国際ドイツ語キャンプ 1 1 2  3 

冬季ドイツ研修（ハインリッヒ・ヘルツ工科専門学

校） 

8  6  9 

セルビア研修（パンチェヴォ機械工科学校）   6   

冬季ウィーン研修（イデアツ・インスティテュート）    6  

台湾国立聯合大学短期研修 16 14 10 11 2 

シンガポール研修 5 9 5 9 9 

次世代科学者キャンプ（マレーシア） 4     

マレーシア英語研修   19 7  

その他シンポジウム等 1 3 6 7  

 

４．地域や社会との連携 

本校には本校と会員企業との連携・協力，産業技術の振興および地域社会の発展に寄与するこ

とを目的とした「木更津工業高等専門学校技術振興交流会」があります．2020年4月の時点での会員

数は一般企業会員205社，特別会員14団体，12名，一般個人会員11名となっています．この技術振

興交流会の助成により夏休みの小学生に科学工作を体験してもらう「キッズ・サイエンス・フェスティ

バル」を例年実施しています．R1年度は15のコンテンツで330名の参加がありました。さらには，小中

学校への出前授業等の初等中等教育連携では，R1年度22のコンテンツで，計1,316名の参加者が

ありました．これ以外にも9コンテンツの公開講座も実施しており，特に小学校から高等専門学校につ

いて知っていただくように活動を行っています． 

首都圏へのアクセスの良さの特徴を活かし，急速に変化する技術に対応できる人材育成に今後も

努めていきたいと思います． 
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